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はじめにはじめに

 名前
 鈴木 貴典

 所属
 エスエムジー株式会社（http://www.smg.co.jp）

 主な仕事
 SEPG（Software Engineering Process Group）

• CMMIをベースとしたプロセス改善／品質管理の活動

• プロセス関連ツールの開発

 システム開発

• フレームワーク開発やWeb系システムの開発で、PMやアーキテクトを担当

 その他
 Seasarプロジェクト コミッタ（S2Axis／S2Axis2）
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3. プロジェクト成功への道を見通す

4. 開発予報

5. まとめ
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1.1. 開発プロジェクトの実態開発プロジェクトの実態
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プロジェクトの成功率 31.1％

出典：日経コンピュータ 2008年12月1日号

成功
31.1%

失敗
68.9%

失敗は
多い？

失敗は
少ない？

3割の成功によって得た利益は、
残り7割の失敗コストで食い潰されてしまうのでは？

3割の成功によって得た利益は、
残り7割の失敗コストで食い潰されてしまうのでは？

||
約7割のプロジェクトは失敗!?
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【【1.1. 開発プロジェクトの実態開発プロジェクトの実態】】

11--1.1. 定量的管理の効果（全体）定量的管理の効果（全体）
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成功
31.1%

失敗
68.9%

失敗
75.7%

成功
24.3%

成功
45.6%失敗

54.4%

何らかの定量的管理を
実施している場合

定量的管理は
実施していない場合

定量的管理を行うことで、プロジェクトの成功率は2倍程度になる

出典：日経コンピュータ 2008年12月1日号
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【【1.1. 開発プロジェクトの実態開発プロジェクトの実態】】

11--2.2. 定量的管理の効果（定量的管理の効果（QCDQCD））

6

0.0%
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60.0%

80.0%

100.0%

品質 コスト 納期

70.6% 68.5% 67.1%

43.1%

60.6%

48.1%
定量的管理あり

定量的管理なし

定量的管理は、特に品質への効果が高い

定量的管理と順守率の相関

出典：日経コンピュータ 2008年12月1日号
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2.2. ““見えない見えない””品質問題品質問題
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品質を十分に確保できていることを、何で判断するか？

•バグは収束しました

•バグの検出は目標通りです

•バグは指標値の範囲内です

•表面的なバグだけで、目標値に達して
いないか？

•試験担当者のスキル不足で、問題を見
逃していないか？

•表面的なバグだけで、目標値に達して
いないか？

•試験担当者のスキル不足で、問題を見
逃していないか？

リリース

バグ件数

指標範囲

時間軸

【試験完了の影響因子】
•成果物の「質」
•試験項目の「質」
•バグの「質」
•試験担当者の「質」

【試験完了の影響因子】
•成果物の「質」
•試験項目の「質」
•バグの「質」
•試験担当者の「質」

これらを
分析／判断
するのは

複雑
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バグ件数

時間軸

【【2.2. ““見えない見えない””品質問題品質問題】】

22--1.1. それは、本当に定量的か？それは、本当に定量的か？
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納品までもう時間がない・・・
分析結果をどう書けば
出荷判定をパスできるか？

納品までもう時間がない・・・
分析結果をどう書けば
出荷判定をパスできるか？

品質分析は
工程の最後に

実施しがち

品質分析は
工程の最後に

実施しがち

本質的な
品質分析よりも、
文章の書き方に

頭を使うことになる！

開発側の本音

きちんとバグが
取り切れているのか？

きちんとバグが
取り切れているのか？

通常の品証の考え

品証

開発者
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【【2.2. ““見えない見えない””品質問題品質問題】】

22--2. 2. 抜け出せない理想と現実のギャップ抜け出せない理想と現実のギャップ
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バグ件数

時間軸

早期の段階で
品質分析を行う。

早期の段階で
品質分析を行う。

品質分析を継続的に、
繰り返し行う。

品質分析を継続的に、
繰り返し行う。

全体を網羅する
ように試験を行う。

全体を網羅する
ように試験を行う。

規模が大き過ぎて、
全体を網羅すること
なんて不可能。

規模が大き過ぎて、
全体を網羅すること
なんて不可能。

開始の遅れを取り
戻すので精一杯。
品質分析は後回し。

開始の遅れを取り
戻すので精一杯。
品質分析は後回し。

試験を開始したが、
まともに動作せず。
品質分析どころではない。

試験を開始したが、
まともに動作せず。
品質分析どころではない。

品質を確保して、
無事にリリース！

品質を確保して、
無事にリリース！

リリース後に
問題が爆発・・・

リリース後に
問題が爆発・・・

コスト・納期の制約により、品質が犠牲になるのが常コスト・納期の制約により、品質が犠牲になるのが常
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チェックが疎かになり、問題があっても是正されず、目の
前の作業に忙殺されている。そして、いつの間にか実行
ばかりになり、いつ終わるとも分からない状態に陥いる。

3.3. プロジェクト成功への道を見通すプロジェクト成功への道を見通す
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Plan

Do

Check

Action

理想的なPDCAサイクル ありがちなPDCAサイクル

Plan

Do

CheckCheck

ActionAction

計画に基づき、軌道修正しながら、継続的
に改善していく。

強化ポイント

回らないPDCAサイクルからの脱却
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【【3.3. プロジェクト成功への道を見通すプロジェクト成功への道を見通す】】

33--1.1. プロジェクトの将来は見通せるか？プロジェクトの将来は見通せるか？
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天気は、予測が難しい非線形の
現象。
だが、過去や現在の情報を測定・
評価しながら、将来を予測してい
る（＝天気予報）。

天気予報

ソフトウェアも、将来を予測するの
は難しい。
しかし、開発の状況に対しても、
過去や現在の状況を評価するこ
とで、将来予測を目指す。

ソフトウェア開発
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【【3.3. プロジェクト成功への道を見通すプロジェクト成功への道を見通す】】

33--2. 2. 失敗防止のアプローチ失敗防止のアプローチ 開発予報開発予報
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成果物に基づく状況
把握を行う

成果物に基づく状況
把握を行う

リアルタイムに問題を
把握する

リアルタイムに問題を
把握する

時系列で、状況変化を
監視する

時系列で、状況変化を
監視する

評価結果から予測され
る問題をフィードバック
し、改善に繋げる

評価結果から予測され
る問題をフィードバック
し、改善に繋げる

測定結果を分析し、問
題を自動で検出する

測定結果を分析し、問
題を自動で検出する

手間をかけずにデータ
を自動で収集する

手間をかけずにデータ
を自動で収集する

1. 計画ありきのプロジェクト管理ではなく、現状から改善を行うプロジェクト自動観測ア
プローチ

開発予報

（Measurement）（Corrective Action）

（Check & Monitoring）

2. ツールを活用し、マネージャや開発者の負担なく、事実（成果物）に基づくデータを、
自動で収集から問題分析まで実施

3. プロジェクト失敗に繋がるリスクをフィードバックし、問題の早期発見・是正を行う
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4.4. 開発予報開発予報
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Lv1
データ管理

Lv2
現状解析

Lv3
問題分析

Lv4
将来予測

Lv5
予防

•バージョン管理
•課題管理

•静的解析
•動的解析
•性能評価
•見える化

•潜在的問題の検知
•原因の究明

•状態の連続性
•状態変化の監視
•最終状態の予測

•再発防止
•予防策
•予防状況
•教育

成果物のマスター管理、ベースライン管理を行い、
常に成果物を取得／参照できるようにする

成果物の欠陥を検出し、品質状況を把握する

欠陥が混入した原因を分析したり、
過去のノウハウにより、
類似的・潜在的な問題の検出を行なう

欠陥の発生／修正状況から、
プロジェクトの将来の状況を予測する

発生する可能性の高い欠陥に対して、
先手を打って特定し、
事前に除去できるようにする

失敗防止のベストプラクティス

段階的な
実践内容で

改善する
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【【4.4. 開発予報開発予報】】

44--1.1. ソースコードの多角的分析（静的品質評価）ソースコードの多角的分析（静的品質評価）
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ソース
コード

リポジトリ

品質レポート

開発者

マネージャ

Lv1 データ管理Lv1 データ管理

Lv2 現状解析Lv2 現状解析

Lv3 問題分析Lv3 問題分析

Lv4 将来予測Lv4 将来予測

Lv5 予防Lv5 予防

Subversion

自動化により
リアルタイムに
測定／評価

自動化により
リアルタイムに
測定／評価

コーディング
規約

静的
解析

複雑度

コード
クローン

網羅度

Checkstyle

FindBugs

Java
NCSS

CPD

JUnit+Cobertura
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バグ密度（出荷判定試験）

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

6.0 

7.0 
バグ密度（結合試験）
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【【4.4. 開発予報開発予報】】

44--2.2. 適用事例（試験でのバグ検出漏れ）適用事例（試験でのバグ検出漏れ）

目標値

試験でもバグが多いが、
まだバグを検出し切れ
ていなかった

試験でもバグが多いが、
まだバグを検出し切れ
ていなかった

試験ではバグ密度が目標値
に達していたが、実は、バグ
の検出漏れが多かった

試験ではバグ密度が目標値
に達していたが、実は、バグ
の検出漏れが多かった

試験、出荷判定共に、バグが少ない
＝高品質

試験、出荷判定共に、バグが少ない
＝高品質

試験だけで判断するのは難しい試験だけで判断するのは難しい
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【【4.4. 開発予報開発予報】】

44--3.3. 適用事例（静的品質評価とバグの相関）適用事例（静的品質評価とバグの相関）

出荷判定試験で問題が多かった機能は、
静的品質評価でも問題が多く検出される傾向にある

出荷判定試験で問題が多かった機能は、
静的品質評価でも問題が多く検出される傾向にある

静的品質評価を実施し、網羅的にソースコードの品質を分析

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

静的品質評価エラー密度

0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

コードクローン率
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【【4.4. 開発予報開発予報】】

44--4.4. 適用事例（製造段階からの品質評価）適用事例（製造段階からの品質評価）
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製造段階から、エラーの検出／是正をリアルタイムに実施

品質のベースアップを実現！
エラーが多い機能は、リスク（＝低品質）として特定し、
試験を強化

品質のベースアップを実現！
エラーが多い機能は、リスク（＝低品質）として特定し、
試験を強化

•毎日品質評価の結果
グラフ表示

•構成管理と連動し、
自動的に出力

•時系列で、エラーの
推移を計測
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【【4.4. 開発予報開発予報】】

44--5.5. 導入の効果導入の効果
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品質のベースアップ

リスクの早期特定

開発者の意識向上

•多角的＋網羅的な品質チェック

•品質向上にかけるコストの低減

•単純なバグの除去

•多角的＋網羅的な品質チェック

•品質向上にかけるコストの低減

•単純なバグの除去

•成果物に基づくリスク（＝低品質）の特定

•担当者のスキル不足

•プロセスの遵守状況

•成果物に基づくリスク（＝低品質）の特定

•担当者のスキル不足

•プロセスの遵守状況

•バグパターンの認識

•エラーを解決するモチベーション

•バグパターンの認識

•エラーを解決するモチベーション
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【【4.4. 開発予報開発予報】】

44--5.5. 今後の展開今後の展開

1. 現状
① 製造工程において、ソースコードに対するリアルタイムの品質評価は実現

済み

② 試験工程において、特に問題の発見が難しい性能問題に対して、同様に
リアルタイムの品質評価を実現済み

2. 今後
① 設計工程において、レビューだけで、品質を確保することは難しい

② 設計書に対しても、リアルタイムの品質評価を実現し、網羅性の向上、レ
ビュー工数の削減を図っていく
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設計設計 製造製造 試験試験
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5.5. まとめまとめ

1. 問題
① プロジェクトの7割は失敗している

② 定量的管理は成功率を向上に繋がるが、特に品質における効果が高い

③ 品質の定量的管理は、実施していても、実際は属人性により不十分な分
析となっている場合がある

2. 施策
① 「測定→分析→改善」のサイクルを実現する「開発予報」という開発実践法

を定義

② ソースコードの多角的分析に適用し、品質問題をリアルタイムに検出

3. 効果
① マネージャや開発者の負担を増やさず、品質のベースアップ

② 事実（成果物）に基づく評価により、早期にリスクを特定

③ 開発者自身の品質向上に対する意識も向上
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ご清聴ありがとうございました

エスエムジー株式会社
鈴木 貴典

E-Mail :        takanori@smg.co.jp
URL :  http://devcast.smg.co.jp
TEL : 045-476-3171


